
   

  

  

 

 

 

１１月の行事予定 下校時刻 

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

１ 土  

２ 日  

３ 月 文化の日 

４ 火 集金１，２，５，６年（遠足・積立③） 児

童朝会（図書委員会）わんぱくタイム 

愛和の里職員出前授業４年生 

５ 水 地区研（他校開催） ALT 

 

６ 木 中学２年生職場体験 就学時健康診断13:30 

代表委員会 おはなしファンタジー高 

７ 金 中学２年生職場体験 

 

８ 土 土曜授業 ふれあいレク 

９ 日  

１０ 月 振替休業（８日分） 

１１ 火 朝会（民生児童委員、看護実習生紹介） 

看護実習② 人権週間 

いちょっ子マラソン練習開始 

体育委員会イベントDB大会４・６年 

１２ 水 看護実習③ ALT 

懐かしの学び舎体験 ⑤４年生親子活動 

１３ 木 おはなしファンタジー低 

不審者対応訓練9:00～11:00 

１４ 金 クラブ活動⑦ 

看護実習④ 

１５ 土  

１６ 日  

１７ 月  

１８ 火 音楽朝会５年生 

１９ 水 地区研（本校開催）（４年生） 

ALT 

２０ 木 おはなしファンタジー中 

２１ 金 ５年連合音楽会 

２２ 土  

２３ 日 勤労感謝の日 

２４ 月 振替休日 

２５ 火  

２６ 水 ALT 

２７ 木 いちょっ子マラソン 

２８ 金 いちょっ子マラソン予 

児童委員会活動⑧ 

２９ 土  

３０ 日  

   

令和７年１０月３１日 

児童数１３６名 
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第７号  

〜 「仕掛け作り」と大人みんなの役割 〜 

♦ふと見た光景が教えてくれたこと♦ 

朝夕の冷え込みに、秋の深まりを感じる頃となりました。校庭に立つシンボルのイチョウの木は、まだ緑の葉を

保ちながら、子どもたちの元気な声に包まれています。 

先日、ふと校庭を見ると、不思議な光景が。六年生が本校のシンボルのイチョウの 

木と綱引き対戦をしていました。対戦相手がいないからの工夫です。子どもたちは木 

が倒れるかと心配しましたが、もちろん全く心配無用。びくともしませんでした。びくと 

もしない木を相手に、最高のフォームを真剣に研究する姿がありました。この「人数が 

少ない」という現状から生まれる工夫こそ、とても大事なことだと実感しました。 

♦小さな学校の、意図的な「仕掛け」♦ 

この工夫こそ、子どもたちの成長を引き出す「仕掛け」作りです。遠足では、単に合同で行くだけでなく、バス

の座席から現地での行動まで、先生たちが意図的に学年をミックスしていました。低学年はペアで、中学年はグ

ループで。発達段階に合わせて上学年と下学年が関わり、学び合える場を設ける仕掛けです。また、六年生は

先日、他校との交流運動会に臨み、綱引き等、練習成果を発揮しました。この交流に向け、早くからオンライン交

流を続けてきたのです。これは中学校に上がるときに同じ学校の仲間になる二校の子どもたちがスムーズに人

間関係を築けるよう、本校と相手校の六年生担任が連携して仕掛けたものです。その六年生からバトンを受け

取る五年生は、先日キャンプという大きな行事を終え、すでに次に目を向けています。町中の五年生が集まる連

合音楽会に向け、今まさに準備の仕掛けを始めたところです。 

♦教室の外に広がる学びの場♦ 

限られた条件の中で工夫をする余地はいくらでもあります。教育は教室だけでするものではありません。校内

でも、外に目を向けても、学びの場を作る仕掛け作りができます。子どもたちが伸び伸びと成長する舞台の裏側

で、静かに環境を整え、場をデザインすること。これこそ、私たち教師の大事な仕事です。子どもたちの大きな可

能性を高めるために、陰ながら仕掛けていくことは、とても意義あることだと考えています。 

♦さあ、ご一緒に「仕掛け人」となりましょう♦ 

今月は、日頃から見守ってくださる地域の方との「ふれあいレクレーション」（町としての大きな取り組みです）

を皮切りに、地域にある特別養護老人ホームの皆さんとの合同防災訓練（3・4 年生学習）に向けた準備など、

学びの場がさらに広がります。防災訓練は、災害時に助け合える「共助」を意識した大切な仕掛けです。教室で

の学びはもちろんベースですが、学年の枠、学校の枠を超えて、さまざまな人たちとの関わりの中で学ぶことは、

子どもたちの人生を豊かにします。 

この小さな学校の子どもたちの大きな可能性を広げていくためには、私たち教師だけでなく、保護者の皆様、

地域の皆様、子どもたちを取り巻くすべての大人が、一緒に「仕掛け人」となることが大切だと感じています。 

ぜひご一緒に、子どもたちの成長を支えるよう、仕掛けていきましょう。日ごとに寒さが増す季節となります。皆

様、くれぐれもご自愛ください。引き続き、温かいご支援、ご協力を心よりお願い申し上げます。 

 

 

 


